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146.昭和61年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 3

27.条里溝と中世木棺墓検出

蒲生町宮川 アリオオジ遺跡

1'1以判見下:';m必与?のIt，j500川に{立i廷する弥生時代中

JUJから鍬介i時代前WJにかけての取必跡である。

調1i:li、問う:i・11~'f川政tul< .flj 'j'~~'Ì~:水路illl設に伴い

')~üaï したもので、約1.100mを対象とした. トレンチ

の北ヱ幹部は、 JJL代i向、 l{'f~î寸:れ~~~抗告平によリ i立怖が著

しく 1政J災を受けii'l存状況I:t.必かった.

検出したj立仰は、弥生時代11'JUIの挑跡 ・土抗、後期

の土Iえや平安時代liijJUIからil合時代前JUIの機跡、木結

来、土tIl:t9iかあ った.弥生時代<1'JUIの泌跡 ・土坑から

は、寸二日li:Uiの他に石RiiJ%"、凹石が出土した.平安時代

から鎌合II.J代の泌跡 2~I:t. 、現代の~I'H停とほぼ並行

にyじっており、そのII.fJUH:t.'1と安時代前Jt1J-中)gJ(9世

紀がjJl!iから10111:紀代)と '1-:安時代後期から鎌倉時代前

期1( 11世紀から 13 I!H~)Îíf半 ) にある . その1，Q，校校ぴ方

位1;J:ljiJ一行が申;ね.5111'N35・W、後t・が幅2.0111'N30・w
であ りiili1J':.JlI;糸川(N 35. W) と l(i1~1品l泌す る泌総と巧

えられる。本桁必11 、 Ïi'1~湖:の 見〈で検出されたもので、

月WHH;必Ocm・i正さ 1.55111.伐作深15cmをiJlljる。本'e外
には士山li昔話小1m8点 ・1'1倣j宛l点がtll¥納されてい た。

泌跡:~;のjlì梢より:1\ 1ニ i立物には、 ~J'i忠告詩 ・ こl: r，ìli 昔話 を

はじめJぽ flh~~ ~:f . la詰・!.I.¥色ごl二日持があり、強11F土総(J夫
.f1~胸骨器J宛 1 1 ..... ( ( 1~J n)l不能)か介まれている

今[iJJの剥1f.でI;J:、慨i.l弥生時代の .U~ 'i;高ìtiWt と 条 illl刻

j主ili tJYj. を検出したが、 j!H愛する野治rrili~事で(..(il'J時WIの

iS織を!ì{~認しており、今後I占jj辺倒:の l主Ji1!伎を検討する

必要がある.

( iili生町教fjfo，U会 ~tlll 浩)

28.平安前期の掘立柱建物群

蒲生町蒲生堂 薄着生堂遺跡

前li'E':~;ì立跡 I:t.日野川中流1!l.左l誌に所(J:する与院跡と

推定されているj立跡で、 U{{初56-'ド!支i消伐には、瓦号告の

焼成i立W~ と at- えられる t:坑等:が検出されている 。

今回のぷ~1i:11、[1，1');;・[1Pt川J:.Ul・水初‘I~~ñ'水路処設
に{辛い尖純iしたもので、約 600nl'をがJ'f.tとした.

;務1i:の結袋、 '11.，炎H制tfJiJJUIのlhlli:+I組物跡4縦 ・桃

跡 .if{状itHsY.予を杉I!:f¥した。扶lいけ1:'I.l!物跡I:t.会て南北

2lln<ftllll・1・法2.3m':)iUlj)の胤悦をむつむので、 切 り

介いjllJ係から 211品mlの.tI!物が41'A:される。主事IhHi立は

N12-15・W にある。lf.li'v:十I:li!;!t勿は、 U{:H'1I56.i]三度剣道t

で阿1I.'f JUlの他物併を検出 した.II!!に i[i:~愛しており 、 大規

棋 な建物併の存イ1:が11)1らかとな った.

しかし、今l砲のIJ.'J伐にJH、て{..，'j:院と l白抜|弘Jj坐する

i立械は隊認されず、.下院跡の (F~については併l文検討

する必裂があろう 。

(ii1l'UI教fffoU会北I11 i:~ ) 

29.大規模集落の一端検出

蒲生町鈴 堂因遺跡

2主筒沿、i'f l:t. 、 U 野川 II 'ÏAl械のおIPに{立法するili~事で

1'i匙の出土によリ縄文時代のm係ilii事に推定されてい

たo i狗1f 1手、~，~1れがめ桜 l'iI 'l~業に "1'\ 、 1災地したむので、
幸せ 3.600mを1寸後とした.

J潟1i.の結梨、 5弥4ふ;1_生主11時!伶与代t後妥創j肌Uωi同カか‘ら1鎌量合H

てのj絞e、J?;洛，苔喜迂逃I椛を多宮敬主杉検:;山lれlしfた-. . 
検出したj立構{止、 1JUI :弥'1:11判引去mJから占坑時代

前期、11lTl :不安時代Jiif)gJ、日IJUJ: " I":~削除代後WJから

~lft tì' íitr 1111の大きく 3"制UJ に分W ，' II ;f~る .

1 J切のj立仰としては 、野正プ'(fi:J，I;'V，事 1十点・ 7Y形r.5Jfi'，'i.ft~ 

2 J，~ ・ 滞納:数条が検 : 11 された 。 )j)刷局側必の fQ悦 lま 、

-j1l18mと7川のむのがあるo 11 JUJのj立t伴11、i持湖、 l

粂がある。 IIIJUJ 1 1.、 l~ti ~，ZN:他物紛:6 似 ・ 十Ji.: . rjYi湖、等

が検出された。lGi:idHll物跡は 、3UlJ X 3IHJ7'J、2似 (

又は 3隙 )、2111Jx21:11が 2州、 1)lJJ x lmJカ・ 1械あリ、

3間x3 nnの泌物の lれUIH?&Hの，ill物で-*に 11日!分延

びる可能性が為る むう 1I相主、 2IUJX2PtlJに南西に

liriの付<(..のと与・えられる.，也の.iJ!物L3反H:をむつ総

伎の建物が多t、が、その会てが合1・Hというよりま底的

建物と判断される. これら泌物の }j位I:t.N25-31・w
にあり l回以上の怨て f}えが必められる

今回の調布地の北方で(..，~Utがなされ {県文化財保

必協会実純j)、問時JUJのi立怖心多数検出されており 、大

.m孫の様相が縫える.

(i'tn ，t:町教fl袋以会北川 i告)
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30.古墳時代後期の馬鍬検出

司書生町鈴 堂因遺跡

笠岡遺跡{ま日野川中流織の河l;f段丘上に立地する縄

文~鎌合時代にかけてのJ集沼跡である.本調主主は昭和

61年度の県営は場主完備 ・問符カン配事業に先立ち、約

10，0001げについて実地した.

今回の誠司貨では、弥生時代後JIJIから古.1ft時代初頭の

駁穴住俵4械、合Jtt時代中J切の怒穴住居4線、古墳時

代後期の!笠穴住I，if3械、 J届立柱建物3f束、平安時代後

Jmからilit時代IjiJJl/1の.Jl:tl立性1s物多数を検出した.そ

の他、弥生時代中mlから対抗時代後j閉めm物を多量に

含む自然河川跡を14~検 :11 した.そのうちの 3 粂から

は古.tftl時代後期の烏ffk4点を検IHしている。また、注

目すべきものとして、河lihに木キ'lcを打ち込んだ巡械の

問辺から 5快紀後半の町村 ・裂の先Jf3，f!，と ともに 100

点j1!くの手づくねのミニチュア土世話併を検出した。河

}Ilj均出土巡物の大半Is5世紀後半の土P，iIi総て¥保存状

態良uなむのを多〈含む.他に、初期ザ{怒1!器を小包な

がら含む.

平安時代後JtJIから鎌合l時代前JUIのt{t立住建物群は、

縁日社領のrJiチi艇にl対i坐すると考えられる.とくに、

46号排水路で検出された帰立位m物鮮は市子慈の中心

的な地設である可能性が強い.

(刷滋η県文化財保;霊協会岡本武窓)

31. r麻生荘J の一端を検出か?

蒲生町田中 図弁遺跡

対i生君11訪日生田Iffi;jj'・大原において、 l'県営は場繋{桁事

業'にi半う発ぬi刻貨を昭平1162.if-2月末まで実施した。

今尽のil1l，lff.1孟対象地区が広範なためが'J5，000m'の調

fU也 (抗 1・211!!.1ζ)を小心に槻略を述べる。検出し

たi立桃l:t. 放火 Ii: J，， ;.f亦 ・ ~~t!:îl ，j:t怨物l作 ・ ~I:戸 ・ 土杭 ・

滞納:勾;である。

盟主穴住締跡、t:t13)~検出した 。 {セ!万跡はいずれも一辺

4.5-6 mの附九IJJ杉を盆し、深き0.2-0.5mをi!lilる。

が跡、 111:I議火を11するものも ある。またi減資した数必

{主総失しておリ lA化村 ・椛灰を検出した。出土ill物む

多〈、これらのi立物よリ銚生時代後期、古.tj'tf時代初期

の11寺JUlmが認められる.

持，立役1s物l:t6棟以上紘t.2し1.;. 21日Ix2問の恋物

4線以上、 3附x4 UIIの建物2惚(建て変え時期につ

いては現必検討小)を検出した.前者のうち 1練は 3

方向に仰を符する他物で、これを除いて総柱建物であ

る。+主穴や周辺の:Hよ造物より・1<安時代後期}の集15鋤:

では、 f待状ill締から紋豹h陶総 ・ 灰~lb陶~~ ・ m忠総 ・ 土

師骨量を、また周辺より瓦L採集して必リjfrくに寺院か

鎗跡の存在が考えられる.

J建立柱建物群に関しては昭和60年度調伐の市子遺跡

からも同時期の建物併を検出しており、市子から悶井

周辺にかけての広い範聞にJ.lH筏が営まれていた bのと

考えられる.またi純資地を含めた地域が「麻生荘J(藤

原家領、紙悶+上初)に比定されて必 1)、この間述遺跡

である可能性が向いと tl~11li1 される .

(I!1I生町教<(1安A会 斉H専問史)

32.中世の生産(鍛冶・玉作り)遺跡

蒲生町田井・大塚他 杉 ノ木遺跡

杉ノ木遺跡、は五11生1"1ì'tli~色町凶作・大塚 ・ 市子松井に

およがり 、国手l'遺跡、の双方約 500mの所にi立ir.:する。今
回の制授は l民営は場物fiiij'J\.~'ニ l'ドう発ikll別抗で、昭和

61年 6月米からが)5ヶ月を弘tして災地した。制守主の結

果弥生時代後JIJIの綬穴住J，l}跡、山崎111寺代のm跡、土(際

機リ、平安後JUJ-t眠f1'時代初J閉めlkl;rLf主主l!物、fIIj跡、

土坑、鎌倉時代後JIJI-須町時代の土抗、 h時制:当事を検出

した。

重量穴住焼跡l:t一部調盆地外のため全容はJ白書できな

いが、かまどを設営しているものをiJ再検出した.図

井遺跡で干潟従した住居跡では炉をむった bのが11とん

どで、炉からかまどへ移行する昨年lUJを巧える上で設屯

な資料といえよう。

議制q立大小合わせると80条以上検出した.古約時代

の泌てゆ高1.501、深さ0.8-1 mを測るE夜間流のものが

あり 、鴻に徽たわるように桜状の木村が検出され、簡

易のせき止め機能をはたすむのと推測される。

鎌合時代後JI1I-宅町H与代にかけてのJこ坑は12t&検出

した。このうち 8必tiiftl粉状の才T納七J1.:で、 {fI淡の質、

すり鉢をはじめ、;ri1~1 4 11崎、li.f~~::Ci 8点などが出土し

た。土坑内や同)llからコンテナ約20mの ~H.j!ゃ、ふい

ごの破1'，・も数多<111ょした。IMI・・大械の集孫問iZ1で

は、従来よリ水siloの採集がXilられて1"3
'
)、御代参街道

沿いで発述した小鍛iff、 li紙"!i;下て紫色践をぬとした

袋!~r'i長があ ったと J5・えら.tL，る.

杉ノ木i立跡{孟縄文時代、 4“を良- ~滋t包i町H

悶知されていたが、今回の調布では、弥生時代 ・古杭

時代をも含めた似合i立跡であるニとが明らかとなった。

(@生町教育会H会斉必防史)

33.中世の土靖墓検出

日野町石原 宮ノ前遺跡

と巧えられる. 宮ノ前遺跡{立、五1I~主ll1í l:l'J-町有限に所イcする.立地

その他のトレンチで(，fi，l，l;'跡、消跡、河跡:等多く験 11.、南北を丘陵に侠まれた狭いf長谷内にあリ、現状は

出した.この中でも 6号小排水路に設定したトレンチ 水回である.
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柱穴群と i濠跡

t~fl立住総物{ま、 F官の京;1じ|糾の-mlで、建物~JW1は不明

であるが、一部、~J:li形成に似石をすえておリ、かなり

1% 1oli1 な建物とみられる。又、~l{石のはとんどが火会受

けておリ、あわせて包含j習内に多訟の焼土と炭がiU.入

していることよリ 、強物は火災により廃絶したものと

みられる。i喧桃のとを.安部分(i、四に広がって必リ、今

聞の :1"';たの対象外となっており 1波械はまぬがれている。

総に問まれた館跡としては、八 EIifiiliの後藤氏自立跡、

中主町のすl，'J也大池逃跡等がすiニ名であるが、今回の調1f.

J也{主、当初、鈎:生時代後期の集孫幼;と予想していたが、

15世紀における鋭古2寺減、あるいは金l制寺械にl県j泌す

るi遺憾の検出により、中世:におけるi'X/)、宇|二周辺を再検

討する必裂が生じた。今後の周辺j立跡での向 11寺J~Iの資

事干の.fýull カqgH~; されるところである。

(OHl滋tfttl~~文化財保護協会 約)1
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61年伎の県営は場抜併i口:，)~では、遺跡の一宮[1の切土

J.....')o;がI:;~二なわれるため、工 ，)';.地区の試掘調公をおニ

ない、 i立m胎1検出地点を対象に 1.290m'の発締ltJ，~it を

おこなった。

主な巡thYHi 、 ニヒ減益i~ ( 2 f=i~所 、 S KOOl・SK002)、

田l'跡がある。またj立flYtはl倒般に般;也、されてないが、j立

総有iiより上!留の1よ土内にl別銭がねtにi曲された状態で82

枚がー折.'1:1土している。

S KOOIlま長命h85cm 、 ~õ，H~h78cmの方 Jf~ のゴ二機必でレある。

1Il1)1授はほぼi@i在であり、(HIJ1:，でにそって峨lままで、 ltlf.<、

1ft灰色シルトが:11主的しておけ、中心部には 、よ:1:':色村ゴ二

(木炭il~ 1) )が対j;千代している。泌さは最低音I1て'-25cll1で

ある。治色村i土からは、カ'[!ぶ'l'eの鋭、!英治Ii椀がtll;1二し

ている。灰病b備は10世紀代のものである。

S K002は、 -jfllOO仰のやや不正なli1拶の-t-.t院本で

ある 。 n!l) I:，~はなだらかに底部に向かつており、 lr;:: i~問11

でIScm、jlllニヒ{まHお鍋色:f.'iごじて・ある。 SK 002からは、

ifi.'IJ. 'fé~~が出オ.している 。

191銭は、試倒的に tl\土している 。íl1~J1i:区中央部の j務

跡の」二府に:!1f(fi'1している。放灰色料土層(地表下マイ

ナス30<:111)のrl'においこjifiされたまま小さな穴におしこ

められたように1しまってIJJ:仁している 。し かし、問jll

の者'j.ff:にもかかわらず、J-IJ1.納こ|て峨のtliii-)j・1ま杉tH1きれな

かった。

近江八幡市西宿 久郷遺跡

久品l~j立跡 ( 'J';.m名硲ノ i町ì!ì~持、) /立、リ1442・ liJ;Vj係 1~ii'::J';'

22にwうむので、IIp，桝161年 4Jヲから 8Jiにかけて実施

セーー した。なカ‘でも 、

i!i:iJ:八申書市立束中

学校の南では、 11

i!1:紀米-13i!1:紀後

斗土にか ft ての.jJ~i'，高

湖、を検出した。

泣桃(;t、制'SL住

建物を中心に三区

に分かれ、作々は

排水i持去すこによリ区

間さ1.1.ている。 と

くにi湖在I也の北側l

半分{立、 トレンチ

中央に{立世する後

5mの対-戸状i立総

中世の集落跡を検出35. 

(01脅滋i"t際文化財保泌協会

?、，
、。、J

、 .!'~~
s亨_.

ー:<'、《内:
。‘、、

a J尚一
r\l~止
司 ー

、k

遺構全景
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34.議に固まれた館跡を検出

近江八穂市浅小弁 高木遺跡

I~:j 本j立l?ff・{立、り14t主IH必殺jiiii事業にIi'う L ので、安土

UIJと;5:fJ:八11捻rliのIf可岐に位ii't:する 。

i立慨は、幅3-4111、泌さ 0，8-1m、-jll50111の

泌に捌まれた館跡、のJlU仁のー古11で、 .11二戸'状巡備、抑止;

林建物跡、側ylP可が験出された。i匁i{;t、北側半分と 、

京辺、 I特j!lの-ms を fífli認した。 ~~lilf3 (;t JiJ'J彰状で、 ]5世

紀{二 1立出 rプけられる こ仁 1~[lj JJlL カ<r-"J1IlY より ì.îíUli~ んでいる。



につながるltfrllrnの織を境にして、i!.!iに帆20仰のI待状

ìUfí'/í.が等聞編に.!lJ~，;; ，!~.á'1l'と忠われる巡t~Wt と 、来 に品Hilï

の会くない7k.回跡と恩われる {苦i所があった。それらを

悶むように仮立経由雄物跡がある。怨物の波紋{ま、 5x 
4 I~ll 、 4 X 41日l、 3X 3問の概ね 3つのパターンに分

けられる。又、一部の柱穴内には、 rユ工柱式」の|際、

tÆ納したと考えられる完)f~品の土:総がH:あたりの位併

に納められていた。砥物の株方向{主、市いものはやや

北に桜っており 、|徐々に現条Aの方向と平行するIi位

をとる。建物I;t.、出土j詰物や切合いより 41時期にわた

って建て主主えを行ってい ると考えられる。

当地{ま、京傾斜fiiVの笑弟久郷(現有の久郷氏に統<)

が主主チとな勺た中世-上EHJ:主を附拓した上Efl氏(初代上

悶次郎令政)が館をも1えた推定地とされている。今回

のi\Io~1l:では、上国氏の館跡:を .3LJiEする資料の出土はみ

られなかったが、兵I!I(似の給水千年家、 l向山県新見皮

.h!!.頭数所邸指図にあるような規絞の;辿物跡を検出した

ことより 、かなりの.h!!.f.立をもっ人物の住居跡とみられ

る。これまでに、県内はもとより全国でも、中世ー村裕

の1;t=肘を推定する資料が少ないだけに、その一端iを解

明するXJ.I味で b.nmなj立跡である。

(制1)i必災保文化財保級協会i'I'川 河'j)

36.紀年銘を持つ瀬戸系大鉢

d ， 

中主町吉地 吉地薬師堂遺跡(1)

<t立法制、は中主町大

~.i:r]地宇契ßñiji:i.'tを中

心に所干r:する労災良~

が隣接し合う絞維な

地放である。

A 地区西部でi主総

大鉢底部の護審 会l時代後期の樹立柱

建物2棟、 h¥品跡5~徒、 土.I1c3 J.与をi検出した。!ftl立柱建

物の HiUlま41l1jx5間以上で、建替えがみられ、他の

I制iI;t. 1 IHJ x 2 IHj以上の鋭校をもっと考・えられる。{I!:

t十u寺!UJに2糠はHl:存する機で、方伎を同じくする。同

7i{立の淋lま1条あり 、幅1.801、保0.4111をiWJる。方伎

の異なる1阪本)3.5-3.9111のj立物を大企に含んだ大織が

- 4 

役:物m，の西JJ!lJをはしる。

:11土遺物にはI降、二上.L1'(などから!.-V:色二1:総}弘ゴ二G副総

IIIL 、 輸入陶般のこ1:.総~[や「耐観世背千年l様J と 1.~ L~J され

たコド側、筏:などの木製品がある。

また、当j立賜;のめjillに依;tiする EJ也区のtlli納:から「

歪徳V.~l iド九月 i捌新之内」と紀年銘を袋持した瀬戸系l天

狗h大鉢がt~1 土し、主主同をよ~めている 。 ni手32cIll 、 総向

9 CIllをjl[iJリ、球内外Hiiに布hを/j{sす。阪書11外ITiiに三足を

イ寸し、その中央部に品川している。

~1.恋削ir=- I科目 l狩1387.{1ょにあたり 、大鉢その Lのの実

年代カ町I'IJ11)]するのみならず、o'，1'!'j立物の実年代を知る

手がかりとして 'n~な逃物てがある。

(中主町教~'委只会 山mi謙吾)

37. 3重の掘を持つ環濠集落

中主町吉地 吉地薬師裳遺跡.(2)

中主町の土

地区回総羽l~J '~

;'!({Iニi!F、、官.tl!!

淡町li必:逃跡来

i11音11の発1~:ril'J

公を行なった。

測点のま古来、

鎌合u年代から

室町i時代にか

けての 3ifcの
1ft;で凶まれた

環総集務湖、を

験出した。身'11

紛q;t.、 1J)修に

3重の綴跡 巡るものと足、

われ 3-5111 間隔て'ïf-行に放 jf。 劫il中高 4-5111 、 ì~~ さ

0 . 7- 15111 、 J1J.!. :仁はJI~';.f1i(1þ;を多く含んだ粘njょが枇.fi'!

しており、 i也、物{ま7J子と ご仁f，iji撚J'，・が少[j，::，llt:lーした。

内郊の居住地は、東関19m以上、南北35m以上あリ、

井 戸跡 2~，!;と総:[i建物跡を検出した。 なかでも ïü1it2.4

mの井戸湖、は、l:(j.形に主nんだ井仰をむち 、内部よリ長

力・ lf~の剣製水i尚(たて 2 . 5clIl 、 ょこ 5. ]cm、尚さ 1CIIl)、

;H 、 i1，~ 総統、-J:-.r.íIi総 Jr iJ' ~i\土してしゅ。

(中主町教官委員会 i恋斜 克己)

38.第14次調査検出の木棺墓について

中主町西河原 光明寺遺跡

1 調査地

認司千E対象地{止、中主町四河原のが:)1， 700m'で、光明

寺i立湖、司~ 14次調脊にさi たる 。 本来、平安lJíjJYJ -江戸十"/J

J!jJの追跡であるが、本調1t.t也て・lまkt.]l2-14世紀のJlHi{

跡の一部がMt出され、その南I目立;むから20-30111東に荷ff.



れた畑地下よ

リ木村基が 1

~;~検出された。

2.木棺墓の

鱗造

木村基は、

その主蜘hをi菊

~tにとリ 、 そ

の擬リ方は、 黒i奈塗蔵肩

長辺2.2m・短辺0.95-1.1m・深さ (0.35m)の大き

さの矩形である。この中に納めた木;怜の規絞は、長m
2.0m・短辺0.75mで、深さについては凡そ0.45m前

後に推定でき、鉄1fl;):用いていないようである。

3.出土造物

;fL:J勾と総外のj立物がある。館内からの入信・の出土lま

なかったが、北側頭部上付近より 9111長i食用管-と滑石製

のiJ4石が援なって出土した。結外からは、北鴎角より

j!i:江主I~の土問i総羽釜 l 側と、南側小口板南側より土r.m

総小JJJlll枚が出土した。なお、ここでは椋内出こl二の溺

について少し.ìiliべてみたい 。 本例 1;): 、 よ足後~制記扇と W~

定できる。協に 1;):、給関(冬扇)と板金!rn溺 (I[扇)の

二組があり、後者 l立、竹又!;):木あるいは。跡、の務 ・欽な

どを扇竹とし 、紙 .4百iなどを扇地i':!{;としたものである。

本例は、竹製の幅 1cm .厚さ 0.2cm.現存長20cmの 9

骨て" ;;j，j端より 1cm!ニi直後 O.5cmの木製繋が設けられ

ている。生属部¥Jj;jの発生は不明なλ!Iが多いが、平安初期

に本音sによって作られたものといわれている。平安11寺

代のi立wリl:J:、現存最古の津市凶天王手!f:仏像j胎内扇(康

保年) を{佳祐・に、(~高念ヲミ袋 íiU寄進五骨量五l童市街、紀州、1

4大津村総身、出土扇、京都市清涼宥2五骨偏頗扇が知られ

るのみであり、 ttillである。

木村のも皮革ド殺はu月らかでないが、打iJ村に納められた

五郎とぬ不[の取りあわせは、被葬者へのtlよかい心泣い

が!必じられて美しい。

(0:1:0主町教育委員会主l: 広芯)

39.土坑内より漢式系土器

野洲町宮波 冨波遺跡

t~~ft地 I;J: 、 ~fl_;;i.皮乙字竹ヶ花 798f寄地に所在し、過去

のW31f.によ って弥生時代末~鎌合時代まで統〈集潟地

とされる箔j皮i立跡にJうたる。

li'iI 辺には、県内でも最-古の古llt とされる;~.;i，政前-)j後

方的、納';1主鋭3ifliをむつ古川j及芯・IJ't、 5世紀末の;r;i.皮
古明、 5世紀後楽につくら札た五ノ箆古噴き5・:が集1やし

ている。 さらに、大岩山銅鐸miと同時mJefiの方形周総

延が多数発見された五ノ箆j立問、が隣緩する。

検出されたi主総{ま、孤立柱建物2t!li、土J1C20ヶ所、

桃跡、方形周mi1~ 1 ，1，~である 。 その内の土ガ1: 2 には、

i~~式系土総 ・ 土問i若草寺r;;が多註に出土した。さらに方形

周淋墓は l辺 5mであり、古.IJtJl寺代前期のものと考え

られる。また、北側にはi祭さ60cmの後背沼地が認めら

れた。

調査の結果、微高地上が居住区 .:&'i;滅として利用さ

れており、各時i切に必いて身!~j':在が院rr*先的に営まれる。

またi1'i式系土採が出土しておワ、 i佼来系氏族が近隣に

居住しているものと推祭される。 'ldi，皮品2・E亦は、弥生~

o.tJ;'tf時代にかけて纂域として利用されており、住居地

等は、若干グループをなすもののその範聞は狭い。(竹

ヶ花地区)、集落として木格的に笥波の混地が水聞とし

て利用されるのは、 7-8世紀にかけてと思われる。

;調査は、未だ完7されていないので、詳細について

は、不明機であるが、これらの{J'i.象の桁み!Itねによっ
て、その笑態が明らかとなろう。

(野洲町教子草委貝会 花田 勝広)

40. 7世紀前半の移動式カマド検出

野洲町小堤 小堤遺跡

ノj、早t泣跡の綿花lま、 IJ、堤土地改良区が笑泌する土地

改良事業に(半い、昭和61年度事業実施分約20，OOOm'に

対して 、H併日61年 9月19日から12月12日まで発瓶言荷主主

を笑施した。

今回の鈎1f.により 6世紀終末から16世紀までの逃憐

・巡物を;検出した。 小堤土地改良事業区では 、12のト

レンチを入札巡湖、の純鴎確認調交を実地した。以下各

ミ主要トレンチごとに説明する。

第 1トレンチ拡張区

16世紀頃の池状巡+花、石釘1の築7J<j1r{iV?ゃ池からの排
水織を主要j立総として検出した。

まな出土i立物は 、 I也状起i織から i奈君主倒 ・ ~1â.管 ・ 陶器

裂が出土した。石組，*7](i山ぬから『児、石総より石臼 2

点が出土した。

第 2トレンチ

7 世紀前半頃のJ総立会t ・ hY~ . 1'1然iたE告を検出した。

それらのrl:oで自然iHEWOについては、何8m、長さ 1.5

111 (検出聞から )あり、大畠の土日誌を検出した (Sx 
101)。

出土j立物l立、臼';;t生活で使う雑務が主で、紙 ・長夜

・ }宛 ・ 高原 ・ 修正I1Jl丈のカマド等グ〉土1~;lj昔話が多〈、I:I:U二

i立物の約70%を占めます。 これらの土?法制こは、古代小

泌集務の人々が姶てたものであろうと々えられる。

第 3トレンチ

ここでも、谷状の自然流F告や築7](j也、Wiとみられる土

坑を検出した。出土ill物は、自然iiTe路から不[臼 ・陶然

裂が出土した。土坑(SK106)からは、硯 ・漆総純4

点 ・下駄 l点やホウラクが数11M本分出土し 、いずれの

i遺物も16・i佐紀代のものである。
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第 4トレンチ

ここでは 7世紀前半の純穴併を検出した.t総立柱建

物は現在図上で隊認で与たのが2棟あり 、土坑 (SK 

101 )から 71世紀前半の魁 ・I宛などの土器を発見した.

{野洲町教fj~.u会杉本 i恥主)

41.多面墨書人面土器を検出

野洲町小篠原 下々塚遺跡

ノド年度調査は、

光年度に絞<~f: 

jl]j æ J109~住地の

ふ14ftと、問調1i:

J砲に商般する字

下々塚1131千存地

のニヶ所で災施

された。

守:同問調査.Iill

1立、今年は県道

に而した IlI-N

地区が調iE対象

となった。発縦

訓1iのま古来、 ま

ずm地区でI孟、

墨書人面土銭 先王手l度調査地か

ら絞〈弥生時代rpJUJ*- 後JUJ~JJq'iの 1ï形周 fPi~8必が

検出さ JLた{也、古川時代の》穴住肘、河H!!時代のm立

件:建物鮮やiII.跡などが同時にみつかっている。下々啄

j立跡では、ニれまでhi杉悶iぬ込t'I体の存在が明確に俄

認されておらず、ノド例liζilをhli充ずる良好な資料で

あろう. 日IJ也反に丙.j'!:!するw-v地区1;1共に小波紋な

トレンチではあるが、 r~j.lt }jII'JにのびるlrI河遣の一部

をそれぞれ杉t:L¥している.このうちVt也区の旧i川芭内

からは、1，!H!'ii('m 人1M1:紛が l点、 Ij.ぽ完j彩で111ニlニし
ている(ヲJ'O。柄拘1がlilliされているのは-l:f，IIi慌のノj、設

で、 f本町11' 1サミに大きく jは(I~ 5 I(ri以 kにわたって人削が

J投航されている。以下における議捕人間:仁?慌の出土(YIJ

li少なく、-1>:1列は3例 "である.また多i伺悩写:のI9IJに
ついては、二u'li、附Irriなどのむのは認められるが、5

而以上保航するむのはこれまで知られてお・らず 、おそ

らく本例が宇"H仰と忠われる.11寺IUJについては、 81並ー紀

後半tl{と思われる.次tこ'j<下々厳1181番地調査地であ

るが、こちらでLt'it(t時代初'Jq'i-平安時代に至るj立m
-itI物が多〈倹:11されているが、このうち'1'・安時代の

fc'tj.S D -07からは、予』城京跡SD-650-B、北野l克

寺SK -15に並行する 9世紀ぷ-10世紀子n頃の良好な

土25群がIH上している よ自Ilj~:話、，tl.\ 色土告号、灰平均陶器

など花J也系、燃入系の多織な出土At物Ij、時期的な稀

少さ Lあり注flされるべき資料であろう。以上調査成
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泉の一端を明示したが、これから ldJfリに触れて、こ

れらの資料の紹介に努めてゆきたい.

(野洲町教行委只会 4築 後)

42. r越殿J、「懸大家J 等の墨書土器検出

守山市笠原 笠原南遺跡

曇.ニヒ器

当迂u事は守111，Jj iit:見町'子 1':切及ぴ牧島tlllJJ也先に所有

する o f~可 3をは IIl1 干n58年1支よリ県j{.(笠JJí(-j記>.!.絞め改良

工事に{宇勺て実施されてきた. tþ:61$H~の油資が最終

である。調.1t対象.I1!!*(J2.800mを10JJより尖lisiした.

この結来、笠原側対象地におい ては、前年11:潟伐でも

明らかになっている弥生時代終*-古川時代初頒にか

けての遺物を包含する集係跡が引きつづき検出された.

遺憾は、 J総立宇t:ffi物とJ; I! しき快火や~泌を区切る対等

号事があり、さらにその外側に南北に走る泌が野洲川の

南流に向って幾本心流れていることがわかった.これ

によって、集必の北阪を検出したことになる，

次いで笑施した荒比側対象地においては、 7世紀第

2凶半紀から 9世紀中断までの物然とAEぷ似立柱建物

l洋とそれを問む泌が検11¥された。これらの挫物I;t.、現

従来四に流れるノl、河II1(当時 Ll'iJじようにその下で般

H:lしている)を1II，j鉛!にした 100mliIllJ(7)IIIJにすうぽり

とおさまり、そのうちのrl'央601111i{IIHにさらにITlri2m 

の区削減をめぐらせて処られている。 ill物のJJW~は Z

rltlx 2111]、4IlIJX 31111以上、 31llJxlllJJ以上等級々な

物が見つかっており、 H:火l正弘Jl)jk:(J60-80clIIをilllJるも

のがあリ 、約20f同校1ftにifti益20clllt;のH:私Iを残す Lの

があった。出上i立物には、 :.1.\色よ総 ・ ~Jl }~( 日正(後 ・ 裂

・杯} ・灰利陶総(1沌 .1111) . 16';1<の給制等があった。

中でも須恋苦手の-I'~や灰利減の荷台に『総駁J ・ 「越家」

. r懸大家J' r林家J と15Fかれた・栓A上絡が出土して

おり、号長良求~平安時代にかけての地万役人をつとめ

た豪族の館 (也氏 ・懸氏)あとか、あるいは当地が古

代赤見誕革推定地であることからして、役所の一部また

はìfr接するi:uW~ と考えられiHI される。

(腕i益代県文化財I:f:"盛協会 水戸 別主将)


